
1月9日 月 成人の日　11：00若宮神社えびす祭

1月10日 火 7：45法人会議、9：00外来、14：00手術、17：30業務改善委員会

1月11日 水 松江　看護学科国試対策講義、年頭挨拶、運営会議

1月12日 木 9：00～11：00来客、午後大学病院年始挨拶回り、16：15神戸校運営会議

1月13日 金 9：00外来、14：00手術

1月14日 土 9：45新須磨クリニック健診業務、14：00来客
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◆今週の院長予定
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新年あけましておめでとうございます。短いお正
月休みでしたが、いかが過ごされてでしょうか。ま
た、休み期間中に勤務をされた職員の皆さんご苦
労さまでした。
まさしく病院は眠らない（アメリカの戦争映画「山
猫は眠らない」からもじった言葉） と思います。特
に、コロナパンデミックが起こっている今は、医療
関連施設は、どこもひっ迫状態が続いています。

武漢からはじまったコロナパンデミックが丸3年
経過しました。正直、これほど続くとは思いません
でした。当初はひとり感染者が出ただけで、大騒
ぎでパニック状態になり、感染者は犯罪者扱いさ
れ、その家族も共犯とみなされるような状況が続き
ました。それが、今や日本全体の感染者は3000万
人を超えて、実に4人に1人が感染したことになっ
たのです。
この3年間でコロナに関する知見が集積され、ワ
クチン接種が進み、治療薬も開発されてきて、一
時の感染に対する恐怖感が薄らいできました。
昨年のサッカーワールドカップでマスクなしに大
声援を送る観客の姿が、世界中に放映されたこと
も一因となったのでしょう、コロナに対する身構え
方が一気に緩んできたように思います。
年末年始の人流の増加の影響で、ここ数日は、
連日20万人ほどの新規感染者がでています。ゼ
ロコロナ政策をやめ感染爆発が起こっている中国
では春節がはじまり、何億という人々が、国内外を
大移動します。まるでデジャヴの世界です。

先に述べたように、当院を含めコロナ患者を受
け入れている病院は、一般患者の診療とあいまっ
て医療ひっ迫が起こっています。終わりが見えま
せんが、今しばらくはこの状態が続きます。皆で力
を合わせて乗り越えていきましょう。

◆ 若宮神社にお参りしてください
病院南徒歩１分に、若宮神社
があります。小さいながらも、
恵比寿さん、毘沙門さん、白龍さん、
お稲荷さんを祀ってあります。
この地域の鎮守様です。
私が総代を務めています。
初詣にはぜひお参りして、
御札（500円）をお買い求めください。
満願成就まちがいありません。

若宮神社では、元旦には元旦祭、9日にはえび
す祭を執り行いました。地元の方をはじめ、須磨
選出の国会、県会、市会の議員もお参りに来られ
ます。何とかこの若宮神社を須磨の観光名所にで
きないかと考えていますが、なかなかいいアイデア
が浮かびません。年輪を読まれている方でいいア
イデアがあればまたご教授ください。

慈恵会グループの職員でも
あまり知らない情報です

外向けの広報ばかりに気をとられ、中向けの広
報がおろそかになっていることが分かりました。
このコーナーでは慈恵会職員にもあまり知られ
ていない情報を、適宜思いつくままに取り上げて
いきます。職員でこのことを取り上げてもらいた
いという情報があればご連絡ください。

②腎友会クリニックは兵庫県初の透析専門病
院として開設された
腎友会クリニックは1973年兵庫県初の透析専
門病院として開院、1995年の阪神淡路大震災後
に病院から診療所に形態をかえました。
1973年ごろは透析の黎明期で、施設が限られ
保険診療も認められていないことで、お金の切
れ目が命の切れ目と言われていたそうです。
神戸市内の透析クリニックの初代院長の多くが
腎友会病院で研鑽を積まれました。


